
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●ナマコ、立ち上がる 

－棘皮動物の繁殖－ 

 大型の台風 8 号が過ぎ去っていきまし

た。陸上では、木が折れたり倒れたり、

小屋がこわれたり屋根がとんだりという

被害がでましたが、海の中はどうでしょ

うか。まだきちんと見ていませんが、場

所によっては砂やガレキが移動して、海

底の地形が変わっているところがあるよ

うです。台風の前に砂やガレキのすき間

で暮らしていた生き物たちがどこでどう

なってしまったのか心配ですが、それで

もぱっと見たところでは、生き物たちは

平然と、魚は泳ぎ巻貝は底をはって暮ら

しているようです。台風のような大きな

出来事があっても、こんなふうに変わら

ない姿で暮らしている海の生きものたち

ですが、この間マジャノハマで、ふだん

はでろんと海底に横たわっているナマコ

が、びょーんと立っていました。冒頭の

写真が、その様子です。見事に立ち上が

っています。 
 これはジャノメナマコのオスで、実は

これから繁殖のために精子を放出しよう

としているところです。じっと見ている

と、やがて後頭部（口に近いところの背

面）から白い糸のような精子が出てきま

した（写真 1）。ここに生殖巣の出口とな

る穴が 1 つ開いて

いるのです。それ

からしばらくの間、

オスのナマコは、

立ちあがった体を

すこしゆらしなが

ら、放精を続けます。メスのナマコも、

同じように立ちあがって放卵するらしい

のですが、残念ながらまだその場面に出

会ったことがありません。 
 どうしてナマコは、このように立ちあ

がって放精・放卵するのでしょうか。な

かなかその理由がわからないのですが、

もしかしたら精子や卵を水の流れにのせ

て、うまく受精させたり、子孫を遠くま

で広げようとしているのではないかと思

います。そのためには海底近くよりも、

少しでも高いところのほうが良いのかも

しれません。そういえば、ヒトデの仲間
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にも放精・放卵するときに岩のでっぱり

やサンゴなどのちょっと高くなったとこ

ろで立ち上がって
．．．．．．

いるものがたくさんい

ます。ただし‘立ち上がっている’とい

っても、2 本の腕で海底に星型に立つので

はなく、5 本の腕の先だけを海底につけて、

体の中央部分をうき上がらせ、ドームの

ような形になるのです。写真 2 はオオア

カヘビヒトデが立ちあがったところです。

種類にもよりますが、ジャノメナマコな

どと違い、生殖巣の

出口は 1 つではなく、

腕の側面などにたく

さん開いていて、そ

こから精子や卵が放

出されます。 
 ナマコやヒトデとおなじ棘皮

きょくひ

動物のク

モヒトデやウニの仲間の多くも、ふだん

は岩のすき間に入り込んで暮らしていて

も、繁殖のときにはおもてに出てきます。

これも、岩のすき間で放精・放卵しても、

より多くの子孫をより広い範囲に誕生さ

せることができないので、天敵などの危

険があったとしても、水通しの良い岩の

上などに出てくるのだろうと思います。

このおかげで、繁殖シーズンになるとこ

れら棘皮動物をたくさん目にすることが

できます。中には昼間に放精・放卵する

種類もいますが、特にクモヒトデなど身

を守る力の弱いものは夜に姿を現すこと

が多いようです。写真 3 は、オウサマウ

ニの仲間が放精しているところですが、

この種類も昼間はほとんど見かけないも

のです。そして、

これまで見てきた

ところでは、ナマ

コやヒトデの繁殖

シーズンは夏の時

期に集中している

ように思えます。夜の海は、暗くてさび

しい感じもしますが、こんなふうに、い

つもと違った生き物の姿に出会うことが

できるのです。みなさんも立ち上がった

ナマコを見てみませんか？ 
 
● 阿嘉島の海より 
 6 月 15 日、阿嘉島のマジャノハマでは

サンゴの一斉産卵が見られました。まだ

梅雨真っただ中で雨続きの毎日でしたが、

この日は雨も降らず、毎年恒例となった

阿嘉小学校の産卵観察会も予定通り行な

うことができました。そして、梅雨が明

けたばかりの 6 月 29 日には、阿嘉幼小中

学校の大運動会が開催されました。産卵

観察会は天候に恵まれましたが、この日

は不安定な空模様で、お昼前から雨が降

り始めたため、競技が一時中断したり、

プログラムが変更されたりしましたが、

PTA や青年会がみんなでグランドを整備

してくれたため、最後まで運動会を行な

うことができました。今年は梅雨の悪天

候のため十分な練習ができなかったそう

ですが、子供達は立派に演技を行なって

いました。 

 

 

 


